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ブログで日々の活動を紹介しています。 フェイスブックもやっています。
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9月定例市議会

後 援 会 だ よ り  O c t o b e r

m a k o t o

ホームページ、
ブログはこちらからののうち誠 プロフィール

昭和25年生まれ（現在72歳）出雲郷小学校→東出雲
中学校→島根県立松江農林高校→東出雲町役場就職
（平成23年3月に町参事を最後に退職）→平成23年8月
松江市議会初当選、平成 2 5 年 4月 2 期目当選
平成29年４月３期目当選　令和３年４月４期目当選

◆後援会事務局◆

ののうち誠後援会にご加入いただき、一緒にまちづくりをして
いきましょう。この度後援会だよりvol.４9を発行いたしましたので、
ご高覧いただきますようお願い申しあげます。

後援会のお知らせ

最 近 の 活 動から

会派視察研修で４課題の学習

　野々内が所属する松江市議会会派「松政クラブ」では、８月
１６日から３日間、東京周辺で視察と研修などを行いました。
　１６日は、国土交通省鉄道局幹線鉄道課の吉川光司専門官
から「新幹線整備計画について今後の見通しと国土形成計画
との関係」を研修。山陰に関する２新幹線計画の状況等の説明
と意見交換を行いました。
　１７日は、埼玉県新座市を訪問し、「ネーミングライツについて」
視察研修を行いました。本市でも検討に値する事案だと確信
しました。午後は、衆議院議員会館に戻り「第３次国土形成計画
について」を、国土交通省国土政策局総合政策課の倉石誠司
課長（松江市出身）を講師に研修しました。
　１８日は、「スポーツ振興について」を、スポーツ庁の古市参事
官付参事官補佐など４名
を講師に迎え、スタジアム・
アリーナ改革等について、
説明と意見交換。本市でも
市立総合体育館の新B１
入会基準に適合する改修
事業があり、熱心に質疑応
答を交わしました。

　野々内が会長を務めている「山陰新幹線・伯備新幹線整備
促進松江市議会議員連盟」では、斉藤鉄夫国土交通大臣
要望・新幹線研修会を、８月９日に東京で行いました。
　７月２８日に今後１０年間の国づくりの指針「第３次国土形成
計画」が閣議決定され、その中に「基本計画路線及び幹線鉄道
ネットワーク等の高機能化等の地域の実情に応じた今後の方向
性について調査検討を行う。」が明文化されています。
　これを好機ととらえ議連として、斉藤鉄夫国土交通大臣への
直接要望活動を行い、
山陰の２新幹線計画の
整備計画路線格上げなど
５項目を内容とする要望
書を手交しました。２つ
の新幹線実現まで、今後
も要望活動を進めていく
考えです。

２新幹線の整備計画路線に格上げを斉藤国交大臣に要望

松江総合医療専門学校を訪問し研修

　１０月４日、松江市上大野町の「松江総合医療専門学校（澤田
勝寛理事長）」を会派・松政クラブの仲間で訪問し机上や教室で
研修しました。運営は学校法人澤田学園で、平成８年に宮岡市
長（当時）が神戸市の「医療法人社団慈恵会」に対して医療
系専門学校設立の要請をし、平成１０年に創設された学校
です。現在は、理学療法学科・作業療法学科・看護学科の３科。
これまでの卒業生は２，２００人を超え、殆どが島根・鳥取両県
の主要医療機関等で活躍
されています。
　地元に貢献する医療専門
学校であり、地域医療の
担い手となるべく、多くの
若い皆さんに３年制の資格
取得に挑戦してもらいたい
ものです。

　９月２９日朝は「自転車マナーアップ街頭指導」。春の同行事は
大雨のために中止で今年度初の街頭指導となりました。平成２６
年６月定例会で議員提案条例「松江市自転車安全利用条例」を
可決して以後毎年２回の
街頭指導を行っており、条
例制定に関わった野々内
は毎回参加しています。
　毎回と同じ東出雲交番
付近の国道９号線歩道に
立ち、自転車の事故防止を
呼びかけました。

自転車マナーアップ街頭指導に毎回参加

〒699-0108 松江市東出雲町出雲郷1670　TEL・FAX／0852-52-3117
Eメール nonouchi＠mable.ne.jp　http://www.mable.ne.jp/~nonouchi/

11月定例議会予定
28日

4日
5日
6日
7日
8日
11日

12日
15日
20日

（火）

（月）
（火）
（水）
（木）
（金）
（月）

（火）
（金）
（水）

11月

12月

本会議（会期の決定、提案説明）

一般質問
一般質問
一般質問・議案質疑・委員会付託
総務委員会・予算委員会総務分科会
教育民生委員会・予算委員会教育民生分科会
経済委員会・予算委員会経済分科会
建設環境委員会現地視察
建設環境委員会・予算委員会建設環境分科会
予算委員会（分科会長報告・質疑・討論・採決）
本会議（委員長報告、質疑・討論・採決）、閉会

令和４年度決算などを承認・可決

　９月５日開会の松江市議会９月定例会は、１０月２日に２８日間の

会期を閉じました。

　今議会は、令和４年度決算１４件や、新たに中学生の通院医療

費を無償化する条例の一部改正、東出雲町内の市立保育園・

市立幼稚園を統合して認定こども園を設置する条例制定など

議案２４件（条例１２件・単行案件６件・予算案件６件）、

計３８件と陳情２件を採決の結果、委員長報告のとおり

決しました。

　このうち、松江市ガス事業譲渡先選定委員会条例の

制定は、関係企業等との意見交換が行われておらず時

期尚早として、閉会中の継続審査となりました。

　なお、陳情の「松江市ガス局事業民営化につい

て、需要家様及び今までの携わった関係業者含め

た協議を求める陳情」は採択、「公共施設である

庁舎内において政党機関紙の勧誘・配達・集金を自粛するよう求める陳情」は不採択となりました。採決は全て電子

表決で行われました。

　これらの議案は、野々内誠公式ブログ８月３０日の「９月市議会の議題です」で紹介しています。

　次に、議員提出議案として松政クラブが起案した「全国一律の子どもの医療費助成事業制度の創設を求める意見

書」を全会一致で可決。この後、２特別委員会からの中間報告があり、「宍道湖・中海問題等対策特別委員会」の委員

長を務める野々内は中間報告を行いました。

　閉会後は、「全員協議会」が開催され、「島根原子力発電所１号機の廃止措置計画の変更について」が協議事項と

なり、市長から予め求められていた会派意見を各会派が発表。松政クラブは野々内が代表し異議なしとしました。

各会派は共産党市議団が反対を表明したほかは、条件をつけながら了承する意見をしました。上定市長は「各会派

から概ね理解をいただいたと判断し了承したい。」と表明しました。（予算金額や提出議案の詳細は市ホームページ

や市報等をご覧ください）

斉藤大臣に要望趣旨を説明

東出雲交番のおまわりさんと

第３次国土形成計画についての研修中医療実習の一環を見学



クローズアップ
Assignment close up課

題クローズアップ
Assignment close up課

題

さ
れ
た
が
、今
年
度
は
三
次
要
望
に
望

み
を
託
す
こ
と
に
な
っ
た
。国
の
状
況
、

今
後
の
見
通
し
と
考
え
を
伺
う
。

土
江
観
光
部
長　
今
年
度
の
観
光
庁
に

よ
る「
地
域
一
体
と
な
っ
た
観
光
地
・

観
光
産
業
の
再
生
・
高
付
加
価
値
化

事
業
」に
は
、３
次
公
募
へ
の
計
画
を

練
り
直
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。本
事

業
を
活
用
し
て
宿
泊
施
設
や
観
光
施

設
の
高
付
加
価
値
化
が
図
れ
る
最
後

の
機
会
と
な
る
た
め
、本
市
と
し
て
も

採
択
に
向
け
て
事
業
者
と
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
１
）市
長
は
子
ど
も
医
療
費
無
償
化

に
つ
い
て
来
年
４
月
か
ら
実
行
す
る

よ
う
表
明
し
、今
議
会
で
も
関
係
条
例

や
予
算
が
提
案
さ
れ
た
が
、国
・
県
に

お
い
て
ど
の
よ
う
な
支
援
が
さ
れ
る

の
か
分
か
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。経
常

経
費
が
１
億
８
千
万
円
増
え
れ
ば
財

政
の
硬
直
化
を
招
き
か
ね
な
い
。財
政

見
通
し
と
将
来
負
担
の
状
況
に
つ
い

て
考
え
を
伺
う
。

佐
目
財
政
部
長　

令
和
４
年
度
に
作
成

の
中
期
財
政
見
通
し
を
ベ
ー
ス
に
検
討

し
た
結
果
、財
政
運
営
上
対
応
可
能
で

あ
る
こ
と
、ま
た
、近
年
の
実
質
収
支
が

２０
億
円
程
度
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

黒
字
基
調
を
維
持
で
き
る
も
の
と
判
断

し
て
い
ま
す
。

い
く
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
、今
後
も
森
林
環
境
譲
与

税
を
活
用
し
て
、市
内
の
森
林
の
整

備
・
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
２
）林
業
振
興
は
、担
い
手
の
育
成
や

木
材
利
用
の
促
進
策
な
ど
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
を
描
く
必
要
が
あ
る
。そ
こ
で

今
ま
で
の
基
金
の
推
移
や
そ
の
使
い
方

を
伺
う
。ま
た
、今
後
の
考
え
方
に
つ
い

て
も
伺
う
。

松
浦
産
業
経
済
部
長　
令
和
５
年
度
で
は

交
付
さ
れ
る
森
林
環
境
譲
与
税
６
４
、

９
３
４
千
円
と
基
金
か
ら
の
繰
入
金

２
２
、３
１
５
千
円
を
合
わ
せ
、８
７
、

２
４
９
千
円
を
事
業
に
充
当
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
使
途
と
し
て
は
、森
林
情

報
の
高
度
化
を
図
る
た
め
の
航
空
レ
ー

ザ
計
測
、市
産
木
材
を
使
用
し
住
宅
・
事

業
所
等
を
新
築
・
増
築
し
た
場
合
の
補

助
、高
性
能
林
業
機
械
の
補
助
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
考
え
方
は
、松
江
市
森
林
整

備
計
画
で
、森
林
整
備
・
木
材
生
産
の
基

本
方
針
と
し
て
、森
林
資
源
の
保
全
と

活
用
、作
業
路
網
の
整
備
、担
い
手
育
成

と
確
保
な
ど
、５
つ
の
施
策
を
重
点
に

置
い
て
い
ま
す
。

（
１
）本
市
に
お
い
て
昨
年
度
は
多
く
の

観
光
地
の
高
付
加
価
値
事
業
が
採
択

と
し
て
、本
市
が
主
体
性
を
も
っ
て
進
め

た
い
と
考
え
て
お
り
、現
在
、適
地
の
調

査
を
進
め
て
い
ま
す
。

（
１
）森
林
環
境
譲
与
税
と
森
林
環
境
税
に

つ
い
て
、国
・
県
・
市
の
取
り
組
み
は
今
後

ど
の
よ
う
に
整
理
が
進
む
の
か
伺
う
。

松
浦
産
業
経
済
部
長　

森
林
環
境
税
を

市
民
か
ら
徴
収
せ
ず
森
林
環
境
譲
与
税

を
国
か
ら
自
治
体
へ
先
行
配
分
さ
れ
て
い

る
が
、令
和
６
年
度
か
ら
は
森
林
環
境
税

を
個
人
住
民
税
に
1
、0
0
0
円
上
乗
せ

し
て
徴
収
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、島
根
県
で
は
、令
和
２
年
度
に

「
島
根
県
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
条

例
」の
制
定
に
併
せ「
島
根
県
水
と
緑

の
森
づ
く
り
基
金
条
例
」を
改
正
し
、

こ
の
２
条
例
に
よ
る
事
業
が
重
複
し

な
い
よ
う
事
業
使
途
を
条
例
で
明
確

化
し
、今
後
も
両
事
業
を
継
続
し
て

松
尾
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長 

既
存
の
社
会

イ
ン
フ
ラ
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
の
重
要

性
を
共
有
し
、松
江
市
総
合
体
育
館
の

改
修
に
よ
り
新
Ｂ
１
入
会
基
準
を
ク
リ
ア

す
る
の
が
最
も
ふ
さ
わ
し
い
と
の
判
断
に

至
り
ま
し
た
。

（
5
）今
回
の
件
で
、ス
ポ
ー
ツ
庁
と
新
Ｂ
１

入
会
基
準
や
財
政
面
・
補
助
制
度
な
ど
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
か
伺
う
。

松
尾
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長 

ス
ポ
ー
ツ
庁
の

補
助
制
度
に
つ
い
て
は
認
識
し
て
い
る
が
、

こ
れ
ま
で
特
段
の
意
見
交
換
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
。

（
1
）視
察
し
た
新
座
市
で
は
、ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
を
導
入
し
て
市
道
等
の

公
共
施
設
維
持
管
理
費
に
充
て
、事

業
者
は
広
告
機
会
を
拡
大
し
地
域
貢

献
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
か
ら
、市

民
や
企
業
の
意
識
が
変
わ
っ
た
と
聞

い
た
。本
市
で
も
検
討
に
値
す
る
と

思
う
が
考
え
を
伺
う
。

佐
目
財
政
部
長 

現
在
改
修
中
の
松
江

市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
や
今
後
改
修

予
定
の
松
江
市
総
合
体
育
館
に
つ
い
て

も
、検
討
を
進
め
て
い
く
考
え
で
す
。

　

ご
指
摘
の
市
道
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ
は
、比
較
的
安
価
に
料
金
を
設

定
で
き
企
業
に
と
っ
て
は
小
負
担
で

Ｐ
Ｒ
と
地
域
貢
献
が
で
き
る
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、新
座
市
を
は
じ
め

と
す
る
先
進
事
例
を
研
究
し
ま
す
。

（
２
）新
座
市
で
は
、市
街
化
調
整
区
域

に
お
い
て
市
直
営
の
土
地
区
画
整
理

事
業
を
行
い
、自
ら
定
住
人
口
増
や
地

域
振
興
策
を
展
開
し
て
い
た
。本
市
で

も
取
り
組
む
考
え
が
な
い
か
伺
う
。

井
上
都
市
整
備
部
長 

現
時
点
で
は
、本
市

主
体
で
定
住
対
策
を
目
的
と
し
た
、土

地
区
画
整
理
事
業
を
実
施
す
る
予
定

は
あ
り
ま
せ
ん
。一
方
で
、企
業
立
地

に
必
要
な
用
地
確
保
は
、産
業
振
興
や

定
住
人
口
の
増
加
に
向
け
た
取
り
組
み

（
2
）ス
イ
ー
ト・ラ
ウ
ン
ジ
に
つ
い
て
、客

数
は
観
客
席
に
含
ま
れ
な
い
と
聞
い
た
。

ま
た
、直
接
ア
リ
ー
ナ
が
見
ら
れ
な
い

構
造
は
本
当
に
認
め
ら
れ
る
の
か
伺
う
。

松
尾
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長 

「
ス
イ
ー
ト
・

ラ
ウ
ン
ジ
」か
ら
試
合
コ
ー
ト
を
見
渡
す

こ
と
は
求
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、基
準

に
合
致
し
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま

す
。ま
た
、「
ス
イ
ー
ト
・
ラ
ウ
ン
ジ
」の
う

ち
、試
合
コ
ー
ト
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き

る
座
席
に
つ
い
て
は「
観
客
席
」と
し
て

認
識
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
3
）企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
基
準
財

政
収
入
額
に
算
入
さ
れ
な
い
の
か
、改
修

事
業
の
財
源
構
成
を
伺
う
。

松
尾
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長 
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
の
寄
付
額
は
基
準
財
政
収
入
額

へ
加
算
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、普
通
交
付

税
は
減
少
せ
ず
寄
付
金
額
全
額
が
収
入
増

へ
繋
が
り
ま
す
。改
修
事
業
は
、企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
を
財
源
と
し
、そ
れ
以
外
の

改
修
事
業
が
あ
れ
ば
、改
修
内
容
に
沿
っ

た
補
助
金
等
の
活
用
を
検
討
し
ま
す
。

（
4
）ス
サ
ノ
オ
マ
ジ
ッ
ク
の
経
営
権
を
持

つ
㈱
バ
ン
ダ
イ
ナ
ム
コ
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン

メ
ン
ト
に
よ
り
ス
タ
ジ
ア
ム・
ア
リ
ー
ナ

を
新
規
建
設
す
る
こ
と
が
興
行
面
で
も

成
功
す
る
と
考
え
る
が
、考
え
を
伺
う
。

（
１
）ス
サ
ノ
オ
マ
ジ
ッ
ク
は
市
総
合
体

育
館
を
年
間
の
約
３
割
を
占
有
す
る
こ

と
に
な
る
が
、市
民
の
室
内
ス
ポ
ー
ツ

振
興
に
支
障
と
な
る
の
で
は
な
い
か
、

見
解
を
伺
う
。

上
定
市
長　

Ｂ
１
ク
ラ
ブ
ラ
イ
セ
ン
ス

交
付
規
則
に「
ホ
ー
ム
ア
リ
ー
ナ
を
年

間
１
０
９
日
以
上
確
保
す
る
必
要
が
あ

る
」と
さ
れ
て
い
る
が
、あ
く
ま
で
正
式
に

日
程
が
決
ま
る
ま
で
の「
仮
押
さ
え
」で

あ
り
、１
０
９
日
間
全
て
を
占
有
す
る
も

の
で
は
な
く
、松
江
市
総
合
体
育
館
の
大

会
利
用
・
一
般
利
用
に
支
障
や
影
響
は

な
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
再
Q
）総
合
体
育
館
は
市
民
の
た
め
の
施

設
と
し
て
建
設
し
た
も
の
で
あ
り
、全
て

良
し
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。市
内

の
室
内
系
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
今
回
の
件

を
説
明
し
意
見
を
聞
い
て
み
た
か
、反
応

は
ど
う
だ
っ
た
か
伺
う
。

上
定
市
長　
私
が
会
長
の
体
育
協
会
の

理
事
会
を
開
い
て
い
た
だ
き
、説
明
を

行
い
ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
い
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

（
１
）米
軍
の
F
１
６
戦
闘
機
が
美
保
基
地

に
着
陸
し
た
が
、ど
の
よ
う
な
場
合
が
飛

行
場
の
利
用
と
し
て
認
め
ら
れ
る
の
か
伺

う
。仮
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、八

束
町
や
中
海
周
辺
は
立
地
自
治
体
並
み
の

対
応
が
必
要
と
考
え
る
が
、所
見
を
伺
う
。

（
2
）今
年
の
美
保
基
地
航
空
祭
は
関
係

住
民
に
き
ち
ん
と
周
知
さ
れ
て
お
ら
ず
、

各
方
面
か
ら
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
た
と
聞

い
た
。今
ま
で
の
周
知
方
法
と
異
な
る
周

知
不
徹
底
の
た
め
の
混
乱
だ
っ
た
が
、徹

底
し
た
連
絡
・
報
告
が
求
め
ら
れ
る
が
所

見
を
伺
う
。

安
部
防
災
部
長　
（
１
）在
日
米
軍
は
、日
米

地
位
協
定
に
基
づ
き
、公
の
目
的
で
運
行

さ
れ
る
航
空
機
は
、日
本
国
内
の
飛
行
場

に
出
入
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。今
回

は
、危
険
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
必
要

な
手
段
と
し
て
行
う
予
防
着
陸
で
あ
っ
た

と
、防
衛
省
か
ら
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、立
地
自
治
体
並
み
の
対
応
が
受
け

ら
れ
る「
特
定
防
衛
施
設
関
連
市
町
村
」

に
、本
市
が
指
定
さ
れ
る
よ
う
引
き
続
き

要
望
し
て
い
き
ま
す
。

（
2
）美
保
基
地
航
空
祭
お
よ
び
事
前
訓
練

の
情
報
は
周
知
方
法
を
変
更
し
て
い
ま
せ

ん
。今
回
の
意
見
を
踏
ま
え
て
、関
係
市

民
に
情
報
が
届
く
よ
う
に
、自
治
会
、支

所
、公
民
館
を
通
じ
た
連
絡
を
徹
底
し
て

ま
い
り
ま
す
。

一般質問をする野々内松江市総合体育館でのスサノオマジックの試合

新座市市道のネーミングライツ（同市資料から）

ス
ポ
ー
ツ
庁
の
研
修
か
ら

感
じ
た
、松
江
市
総
合
体
育
館

の
改
修
事
業
に
つ
い
て

Q1

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
と

市
直
営
の
地
域
振
興
策
に

つ
い
て
伺
う
。

Q2

高
付
加
価
値
化
事
業
に

つ
い
て

Q4

子
ど
も
医
療
費
の

無
償
化
に
つ
い
て

Q5

美
保
基
地
の
利
用
に

つ
い
て

Q6

森
林
環
境
譲
与
税
に

つ
い
て

Q3 一
般
質
問

　
９
月
13
日
、３２
回
目
の
一
般
質
問
を
一
問
一
答
方
式
で
行
い
ま
し
た
。（
記
事
は
要
約

し
て
い
ま
す
。再
質
問
は
一
部
し
か
記
載
し
て
い
ま
せ
ん
）


